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みんなで支える介護保険

国民健康保険料改定

第 11 回書道パフォーマンス甲子園

スポーツ教室　第 2期

しこちゅーの夏まつり

第 50 回みなと祭

四国中央市データ

　　5 月末日現在（前月比）

人口  男　42,893人 （-29）

　　  女　45,079人 （-57）

　　  計　87,972人 （-86）

世帯　38,892世帯　 （-32）

表紙：第 7回消防操法四国中央市大会　ポンプ車の部優勝　豊岡分団第 1部のみなさん
      〔5 月 27 日（日）：寒川グラウンド〕　※ 21 ページに関連記事



　

平
成
30
年
３
月
に
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

第
７
期
計
画
期
間
（
平
成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
）
の
介
護
保

険
料
額
は
、
基
準
段
階
（
第
５
段
階
）
の
方
の
年
額
保
険
料
が

８
５
２
０
０
円
〔
月
額
７
１
０
０
円
（
２
６
０
円
増
）〕
と
な
り
、

全
て
の
所
得
段
階
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

　

保
険
料
額
が
改
定
ご
と
に
上
昇
す
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
に
積

み
立
て
て
い
た
基
金
を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
低
減
に
努
め
ま

し
た
が
、
増
額
と
な
っ
た
主
な
原
因
と
し
て
は
、
高
齢
化
に
伴

う
利
用
者
数
の
増
加
や
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
負
担
割

合
が
１
％
増
加
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第 1号被保険者（65 歳以上の方）の介護保険料（年額）

所得段階 対象者 基準額
割合

保険料額
（年額）

第 1段階
生活保護受給者

基準額×0.45 38,300 円

世帯全員が
住民税非課税

老齢福祉年金受給者
本人の前年
の合計所得
金額（公的
年金などに
係る雑所得
を除く）と
課税年金収
入額の合計

80 万円以下

第 2段階 80 万円超
120 万円以下 基準額×0.75 63,900 円

第 3段階 120 万円超 基準額×0.75 63,900 円
第 4段階 本人が住民税非

課税で世帯の誰
かが住民税課税

80 万円以下 基準額×0.90 76,700 円

第 5段階 80 万円超 基準額 85,200 円

第 6段階

本人が
住民税課税

本人の前年
の合計所得
金額

120 万円未満 基準額×1.20 102,200 円

第 7段階 120 万円以上
200 万円未満 基準額×1.30 110,800 円

第 8段階 200 万円以上
300 万円未満 基準額×1.50 127,800 円

第 9段階 300 万円以上
400 万円未満 基準額×1.70 144,800 円

第 10段階 400 万円以上 基準額×1.75 149,100 円
※合計所得金額は、短期・長期譲渡所得に係る特別控除がある場合、特別控除額を控除した額

　

総
人
口
は
緩
や
か
に
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
者
数
は
引
き
続

き
増
加
し
、
第
７
期
計
画
期
間
最
終
年
度
と
な
る
平
成
32
年
度

の
推
定
高
齢
化
率
は
32
・
３
％
と
な
り
、
実
に
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
介
護
保
険
の
現
状

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数
と
給
付

費
に
つ
い
て
も
、
平
成
32
年
度
に
は
、
本
市
が
発
足
し
た
平
成

16
年
度
と
比
較
し
て
、
認
定
者
数
は
約
１
・
５
倍
、
給
付
費
は
約

２
倍
に
達
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ
、
著
し
く
増
加
し
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
「
団
塊
の
世
代
」
の
方
々
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
ま
で
は
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
し
て

全
国
的
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険給付費の財源内訳

65 歳以上の
方の保険料
23.0％

40 歳～ 64 歳の
方の保険料
27.0％公費

（市）
12.5％

公費
（県）
12.5％

公費
（国）
25.0％

給
付
費
の
増
減
に
比
例
し
て

保
険
料
額
も
変
動
し
ま
す
。

総人口 高齢者人口 高齢化率

総人口・高齢者人口・高齢化率の推移
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平成 16 年　4,392 人

要介護認定者数の推移

平成 32 年　6,589 人

平成 24 年　5,362 人

平成 16 年　56 億 100 万円

給付費の推移

平成 32 年　110 億 800 万円

平成 24 年　71 億 5,600 万円
約 2倍

約 1.5 倍



　

一
方
で
、
現
役
世
代
（
20
歳
～
64
歳
）
人
口
の
減
少
に
伴
い
、

社
会
構
造
も
、
複
数
の
現
役
世
代
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る

「
騎
馬
戦
型
」
か
ら
、
１
人
の
現
役
世
代
が
１
人
の
高
齢
者
を
支

え
る
「
肩
車
型
」
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
高
齢
者
世
代
を
支
え

る
社
会
全
体
の
負
担
も
、
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

心
身
状
態
や
生
活
環
境
を
踏
ま
え
、
状
態
の
維
持
・
改
善
・
悪

化
防
止
、
日
常
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
要
・
過
剰
な
利
用
は
給
付
費
の
増
大
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、
本
人
の
状
態
が
か
え
っ
て
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
正
し
く
利
用
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

安
定
的
な
制
度
運
営
を
目
指
し
て
…

「騎馬戦型社会」から「肩車型社会」へ

現役世代 2.8 人

平成 12 年度
（制度開始時）

現役世代 2.2 人

平成 24 年度

現役世代 1.5 人

平成 37 年度

もう大丈夫だけど、
せっかく借りられ
るのだから…。

友達に誘われたデイサー
ビス、断りにくくて…。

面倒だからホームヘル
パーさんに掃除や買い
物をお願いしよう。

古くなっているので、お
風呂の取り換えを…。

使用しなくても貸与期間中
は費用が発生します！

デイサービスの利用は、状
態の維持・改善を図るため
の具体的な目的が必要です。

住宅改修費は日常生活の利
便向上のため支給されます
（リフォームではありませ
ん）。

自分で行うことが困難な場
合にお願いしましょう。過
剰な利用は、かえって機能
低下につながる可能性があ
ります。

具体的にはケアプランを作成しているケアマネ
ジャーにご相談ください。

こんなことはありませんか？

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に
は
、
制
度
の
安
定
運

営
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
で
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
近
隣
に
よ
る
ご
み
出
し
支
援
や
、
地
域
の
方
々
の

声
か
け
に
よ
る
見
守
り
支
援
な
ど
、
高
齢
者
の
方
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
支
援
が
必
要
」
＝
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
で
は
な
く
、

高
齢
者
の
方
を
地
域
全
体
で
支
え
合
う
た
め
、
お
互
い
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
必
要
に
応
じ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
組
み

合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
た
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
に

　

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

初
め
て
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
主
な
原
因
疾
患
な
ど
を

分
析
す
る
と
、
筋
骨
格
系
疾
患
・
骨
折
と
認
知
症
で
約
半
数
を

占
め
、
続
い
て
脳
血
管
疾
患
、
悪
性
新
生
物
、
高
血
圧
症
、
心

疾
患
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
４
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
な
ど
の
中
に
は
、
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

の
取
り
組
み
や
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
取
り
組
み
、
健
診
受

診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
要
介

護
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
や

状
態
の
維
持
・
悪
化
防
止
が
期

待
で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
健
康
で
在
宅
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
早
い
段

階
か
ら
介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
の
取
り
組
み
や
生
活
習
慣
病

予
防
な
ど
の
取
り
組
み
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

日
常
の
支
援
の
中
で
気
に
な
る
点
が

あ
る
場
合
は
、
状
況
が
悪
化
す
る
前

に
、
早
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



　

市
で
は
、「
貯
筋
体
操
」
な
ど
、
地
域
で
で
き
る
介
護
予
防
活

動
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
１
４
７

○
介
護
保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
給
付
費
の
23
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
介
護
保

険
料
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

○
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
給
付
（
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
支
払
い
）
に
制
限
が
課
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

筋骨格系疾患・
骨折
34.7％

認知症
13.6％

脳血管疾患
10.8％

悪性新生物
8.4％

高血圧症
6.4％

心疾患
6.3％

その他
19.8％

新規要介護認定者の主な原因疾患
（平成 27 年 12 月～平成 28 年 11 月）

介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
の
取
り
組
み
に
よ
り

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

介護保険料を滞納した場合の保険給付の制限

1 年以上滞納すると…

　利用者がサービス費用の全額をいったん自己負担し、後日、
申請により保険給付が行われます。

2 年以上滞納すると…

　利用者負担が引き上げられたり（例えば負担割合が 1割の
方が 3割に引き上げ）、高額介護サービス費の支給が受けら
れなくなります。

　利用者がサービス費用の全額を自己負担し、申請後も保険
給付の一部または全部が一時差し止めとなり、滞納していた
保険料に充てられます。

1 年 6 か月以上滞納すると…

介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
予
防
、
健

診
受
診
な
ど
に
よ
り
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

要
介
護
認
定
有
効
期
間
の
上
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
介
護
認
定
を
更
新
す
る
場
合
、
有
効
期
間
の
上
限
が
、

こ
れ
ま
で
の
２
年
か
ら
３
年
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
り
状
態
が
安
定
し
て
い
る
な
ど
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
の

認
定
を
受
け
た
際
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
よ
り
有

効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
４
月
～

　
高
齢
介
護
課
　
28
・
６
０
２
５

平
成
30
年
８
月
～

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は

３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円
以
上
で
あ
っ

て
、
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が

３
４
０
万
円
以
上
の
単
身
世
帯
、
ま
た
は
４
６
３
万
円
以

上
の
２
人
以
上
世
帯
の
方
は
、
利
用
者
負
担
割
合
が
こ
れ

ま
で
の
２
割
か
ら
３
割
に
変
わ
り
ま
す
。

　

す
で
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
毎
年
、

利
用
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
利
用
者
負
担
割
合

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



　国民健康保険は、病気やけがをしたときに
安心して医療が受けられるよう、加入者全
員が保険料を出し合い、お互いに助け合う、
我が国の国民皆保険制度を支える医療保険
であり、将来にわたり安定的に運営してい
く必要があります。
　平成 30 年度の国保料は、国保運営協議会
の答申を受けて、1 人あたり平均 4.8％引き

下げます。
　本市の国保料は平成 24 年度に約 7％の引
き下げを実施し、平成 29 年度までそれを維
持してきました。平成 29 年度は、追加公費
などによる新たな歳入の確保や収納率の向
上、医療費の適正化などによって黒字が見込
まれることから、引き下げを行うものです。
　今後も国保会計の健全な運営に努めます
ので、ご協力をお願いします。

国保料率の比較

区分 改正前
平成 29 年度

改正後
平成 30 年度

医療分
【賦課限度額】
○改正前：540,000 円
○改正後：580,000 円

所得割 6.85％ 7.00％
資産割 22.67％ 23.32％
均等割 24,840 円 26,680 円
平等割 18,720 円 18,680 円

後期高齢者支援金分
【賦課限度額】190,000 円

所得割 2.86％ 2.19％
資産割 8.59％ 7.28％
均等割 9,480 円 8,200 円
平等割 7,080 円 5,760 円

介護納付金分
【賦課限度額】160,000 円

所得割 2.89％ 2.08％
資産割 9.78％ 8.83％
均等割 10,800 円 9,600 円
平等割 5,640 円 4,280 円

※賦課限度額とは、1世帯の国民健康保険料の上限額のことです
※所得に応じた保険料の軽減（7割、5割、2割）があります

○病気の早期発見や未然防止のため、年に 1度は特定健診やがん検診を受診しましょう。詳しくは、広報 5月号に同
　封した「平成 30 年度総合健診カレンダー」をご覧ください。
○医療費を抑え国保の負担する保険給付費を削減することは、保険料の引き上げ抑制につながります。一人ひとりが
　健康管理に努め、適正な受診を心掛けるようお願いします。

平成 30 年度から
国民健康保険料の料率などが変わります

国民健康保険料の引き上げ抑制にご協力ください！

国保医療課　国民健康保険係　28-6020

平成 30 年度から
国民健康保険料の料率などが変わります

国保料のモデルケース

夫：45 歳　営業所得 200 万円

妻：42 歳　所得なし

子ども：1人

固定資産税額：10 万円

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 差額
医療分 230,300 円 238,900 円 8,600 円
支援分 91,800 円 74,200 円 △ 17,600 円
介護分 85,200 円 67,000 円 △ 18,200 円
合計 407,300 円 380,100 円 △ 27,200 円

例①

※世帯の構成、前年度所得、固定資産税などにより引き下げ額が異なります。限度額を超えている世帯や前年度
所得が増加している世帯は、減額とならない場合もあります

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 差額
医療分 143,800 円 148,800 円 5,000 円
支援分 57,100 円 46,200 円 △ 10,900 円
介護分 ー ー ー
合計 200,900 円 195,000 円 △ 5,900 円

【2割軽減世帯】

夫：70 歳　年金収入 250 万円

妻：68 歳　年金収入 120 万円

固定資産税額：10 万円

例②

国民健康保険料の内訳

医療分

加入者全員

医療費などの支払いに
使用する財源

後期高齢者支援金分

加入者全員

後期高齢者医療制度を
支える財源

介護納付金分

40 歳以上 65 歳未満

介護保険制度を支える
財源

国民健康保険料＋ ＋ ＝



～筆よ舞え　想いの華よ　紙に咲け～

第 11回書道パフォーマンス甲子園
◎
と　

き

　

７
月
29
日
（
日
）　

　

開
会
式　
　

９
時
30
分
～

　

演
技
開
始　

10
時
15
分
～　

◎
と
こ
ろ

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　
（
中
之
庄
町
１
６
６
５
番
地
１
）

◎
入
場
料　

無
料

◎
大
会
の
目
的

　

本
市
は
日
本
一
の
紙
の
産
地
で
す
。
そ
の
地
場
産
業

を
生
か
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
の
書
の
本
質
を

磨
き
な
が
ら
、
新
た
な
書
の
魅
力
を
探
求
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
文
化
の
創
造
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
た
、
書
を
通
じ
て
、
芸
術
文
化
の
地
域
間
交
流
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
紙
産
業
の
振
興
や
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
今
年
で
11
回
目
の
大
会

　

今
大
会
は
、
予
選
申
し
込
み
校
数
だ
け
で
な
く
、
予

選
参
加
選
手
数
も
１
１
２
３
名
と
、
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
広
く
大
会
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
、
応
募
校
を
７
つ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
に
振
り

分
け
、
本
戦
出
場
校
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
誇
る
「
ま
ち
の
産
業
と
文
化
を
つ
な
ぎ
、
人

の
心
と
心
を
つ
な
ぐ
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」。
市
民
の

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
観
戦
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
高
校
生
が
「
書
」
と
「
演
技
」
の
美
し
さ
を

競
う
、
全
国
高
等
学
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
全
国
37
都
道
府
県
か

ら
過
去
最
多
の
１
１
６
校
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
本
戦
に
出
場
す
る
20
校
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
校

の
選
手
た
ち
が
心
を
ひ
と
つ
に
想
い
を
込
め
て
、
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
華
を
咲
か
せ
ま
す
。

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園

実
行
委
員
会
事
務
局
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）
28
・
６
０
３
７

http://shodo-performance.jp/

（第 10 回記念大会の優勝校：福岡県立八幡中央高等学校）

Ｒ



　

３
月
23
日
～
25
日
、
国
際
交
流
基
金
に
よ
り
第
10
回
記
念
大
会

優
勝
校
の
福
岡
県
立
八
幡
中
央
高
等
学
校
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
全
米
桜
祭
り
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。   

　

25
日
の
開
会
式
典
で
、
桜
を
テ
ー
マ
に
し
た
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
10
回
記
念
大
会
優
勝
校
の
福
岡
県
立
八
幡
中
央
高
等
学
校
が

全
米
桜
祭
り
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

　

全
国
に
広
が
り
を
み
せ
る
本
大
会
に
特
別
審
査
員
と
し
て
参
加

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
訪
れ
る
方
々
に
四

国
中
央
市
の
魅
力
を
伝
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、
力
い
っ
ぱ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
て
い

た
だ
き
、
訪
れ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
緒
に

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
♪

岩手県立高田高等学校 岩手県 2年ぶり 3回目
秋田県立大曲高等学校 秋田県 5年連続 5回目
水戸葵陵高等学校 茨城県 初出場
本庄東高等学校 埼玉県 2年連続 2回目
中央学院高等学校 千葉県 3年連続 3回目
創価高等学校 東京都 2年ぶり 6回目
長野県松本蟻ヶ崎高等学校 長野県 4年連続 5回目
岐阜県立岐阜高等学校 岐阜県 初出場
岐阜県立岐阜商業高等学校 岐阜県 3年ぶり 4回目
上宮高等学校 大阪府 6年連続 6回目

兵庫県立兵庫高等学校 兵庫県 2年連続 2回目
尼崎市立尼崎双星高等学校 兵庫県 4年ぶり 3回目
島根県立松江東高等学校 島根県 2年ぶり 2回目
広島県立神辺旭高等学校 広島県 初出場
広島県立五日市高等学校 広島県 2年ぶり 10 回目
香川県立高松西高等学校 香川県 2年連続 5回目
愛媛県立西条高等学校 愛媛県 4年連続 4回目
愛媛県立新居浜西高等学校 愛媛県 4年ぶり 4回目
福岡県立八幡中央高等学校 福岡県 9年連続 9回目
長崎県立上五島高等学校 長崎県 3年連続 3回目

新たに特別審査員に就任
帆風成海さん

（女優・川之江町出身）

第 11 回書道パフォーマンス甲子園　出場校　 ※北から都道府県順で掲載

初
出
場
校
の
紹
介

(C):2018 Embassy of Japan in the United States of America

(C):2018 Embassy of Japan in the United States of America

　

日
本
は
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
で
す
。
今

も
世
界
で
は
内
戦
が
起
こ
る
な
ど
、
人
は
争
う

こ
と
を
や
め
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
茨
城
県
で
は
、
東
日

本
大
震
災
で
た
く
さ
ん
の
命
が
奪
わ
れ
、
多
く

の
人
の
心
に
大
き
な
傷
が
残
り
ま
し
た
。
同
時

に
人
は
大
自
然
の
前
で
は
無
力
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
全
世
界
の
人
々
の

願
い
で
あ
る
「
平
和
」
の
た
め
に
何
が
出
来
る

の
か
を
テ
ー
マ
に
一
生
懸
命
表
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

水戸葵陵高等学校（茨城県）

平
和
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

私
た
ち
は
「
百ひ

ゃ
く
せ
つ
ふ
と
う

折
不
撓
・
自じ

き

ょ

う

ふ

そ

く

彊
不
息
」
の
校

訓
の
も
と
、
12
名
で
切
磋
琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。

過
去
２
年
間
の
悔
し
涙
を
経
て
、
念
願
の
本
戦

出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
感
慨
無
量
で
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
作
品
で
は
、
「
地
球
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
バ
イ
オ
リ
ン
が
奏
で
る
音

色
に
の
せ
て
届
け
ま
す
。
私
た
ち
の
熱
い
思
い

を
、
こ
の
夢
の
舞
台
で
ぶ
つ
け
ま
す
。

岐阜高等学校（岐阜県）

地
球
を
テ
ー
マ
に
熱
い
思
い
を
込
め
て

　

本
戦
出
場
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
の

で
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何

度
も
動
画
を
見
た
り
、
話
し
合
い
、
ぶ
つ
か
り

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
多
く
の
先
生
や
地
域
の
方
々
に
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
何
よ
り
の
パ
ワ
ー
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
出
場
す
る
か
ら

に
は
優
勝
を
目
指
し
て
大
会
に
挑
み
ま
す
。
最

高
の
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

神辺旭高等学校（広島県）

感
謝
を
胸
に
最
高
の
笑
顔
を
届
け
る



曜日 教室名 講師 対象・定員 場所 日時 受講料

月

高齢者や体力に自信が
ない方にオススメ

月曜ストレッチ

薦
せ ん だ

田亮志
（体育協会）

一般
55 名

伊予三島
運動公園
体育館

 8/20 ～ 12/17
 10 時～ 11 時
 全 15 回

4,500 円

産後の気になる体を引
き締めます

ママのための
シェイプアップ

三好陽子
（インストラクター）

一般女性
30 名

川之江
体育館
柔道場

 9/3 ～ 12/17
 10 時～ 11 時 30 分
 全 12 回

回数券 5回分
1,500 円

※残りは当日払い

水

楽しく汗を流しましょう

初心者
テニスサークル

井川方
まさのり

典
横内尚子

（体育協会）

一般
20 名

伊予三島
運動公園

テニスコート

 9/5 ～ 11/14
 10 時～ 11 時 30 分
 全 10 回

3,000 円

初心者向けの教室

初級ヨガ
宮本由美子

（国際ヨガ協会）
一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

 8/1 ～ 12/26
 10 時 30 分～ 11 時 40 分
 全 20 回

8,000 円

木

産後の気になる体を引
き締めます

ママのための
シェイプアップ
★託児あり★

三好陽子
（インストラクター）

保育士
子育て支援員
（みしま乳児

保育園）

一般女性
30 名

1 歳以上の
未就学児　

10 名

 9/6 ～ 12/20
 10 時～ 11 時 30 分
 全 14 回

ママ回数券
10 回分 3,000 円
子ども回数券

10 回分 2,000 円
※残りは当日払い

経験問わず誰でも参加
できます

中級ヨガ

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
40 名

 8/2 ～ 12/27
 13 時 30 分～ 14 時 40 分
 全 20 回

8,000 円

金

高齢者や体力に自信が
ない方にオススメ

金曜ストレッチ

薦
せ ん だ

田亮志
（体育協会）

一般
55 名

 8/24 ～ 12/14
 9 時～ 10 時
 全 15 回

4,500 円

汗を流して体を引き締
めましょう

ボクサ＆
ピラティス

一般
40 名

 8/24 ～ 12/14
 10 時 30 分～ 11 時 30 分
 全 15 回

4,500 円

スタイルや姿勢を良く
したい方に

金曜ヨガ

一般
40 名

 8/24 ～ 12/14
 13 時 30 分～ 14 時 30 分
 全 15 回

4,500 円

　　7 月 9日 （月） 受付開始！！８月スタート

　受講料を持参し、伊予三島運動公園体育館または川之江体育館の窓口で申し込みください。電話予約も可能です。
電話予約の場合は、後日受講料を窓口までご持参ください。先着順ですのでお早めに申し込みください。
※一度申し込みされるとキャンセルできません（電話予約も含む）
　四国中央市体育協会事務局（伊予三島運動公園体育館内）　28-6071（火曜日休館）

　テーマ「スポーツで、心もからだもイキイキしこちゅ～」

　平成 29 年 4 月以降に撮影したスポーツに関係する写真（未発表の作品）
　● A4 以上ワイド四つ切以下でプリントしたもの　※データでの応募も可能
　●カラー、モノクロは問いません　
　●応募は 1人 3点まで
　市内在住・在勤・在学の方
　9月 30 日（日）20 時まで　
　川之江体育館、伊予三島運動公園体育館、土居総合体育館（アリーナ土居）に備え付
　けている応募票に必要事項を記入し、作品とともに窓口持参か郵送、Eメールで応募
　四国中央市体育協会事務局（伊予三島運動公園体育館内）　28-6071（火曜日休館）
　〒 799-0422　中之庄町 1665-1　　naonao@shikochu-taikyo.jp

第５回しこちゅ～スポーツフォトコンテスト 2018

昨年度のしこちゅ～体協賞「判定」

昨年度の大賞「熱い思いは男女平等！」



川之江小学校

川之江北中学校

川之江高等学校

四国中央病院

第 3工区

（平成 30 年度～）

第 1・2工区

供用区間

（1,078 ㍍）
金生橋

第 4・5工区（計画）

国道１１号バイパス（計画）

　

塩
谷
小
山
線
（
第
３
工
区
）
が
事
業
認
可
さ
れ
ま
し
た

　

塩
谷
小
山
線
は
、
昭
和
28
年
に
計
画
さ
れ
た
幅
員
12
㍍
全
長

１
８
６
０
㍍
の
都
市
計
画
道
路
で
す
。
す
で
に
第
２
工
区
ま

で
の
１
０
７
８
㍍
に
つ
い
て
は
、
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
第
３
工
区
３
３
８
㍍
に
つ
い
て
四
国
中
央
都
市
計

画
事
業
の
認
可
を
取
得
し
、
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

事
業
認
可
日　

６
月
29
日
（
金
）

事
業
区
域
な
ど
の
図
書
縦
覧
場
所　

　

都
市
計
画
課
（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

事
業
区
域
内
で
の
制
限

○
事
業
区
域
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
形
質
の
変
更
、
建
築
物
・

　

工
作
物
な
ど
の
建
設
、
容
易
で
な
い
物
件
の
設
置
が
制
限  

　

さ
れ
ま
す
。

○
７
月
13
日
以
降
、
事
業
地
内
の
土
地
・
建
物
を
有
償
で
譲

　

渡
す
る
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
（
届
け
出
に
よ
り
市

　

が
買
い
取
り
な
ど
に
つ
い
て
通

　

知
し
ま
す
）。

○
事
業
区
域
の
土
地
は
、
市
に
対

　

し
て
時
価
で
買
い
取
る
こ
と
を

　

請
求
で
き
ま
す
。

○
土
地
収
用
法
に
規
定
さ
れ
る　

　

効
果
や
制
限
が
発
生
し
ま
す
。

事
業
説
明
会　

　

７
月
５
日
（
木
）
19
時
30
分
～

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階　

会
議
室
３

（
市
民
会
館
川
之
江
会
館
隣
）

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
行
い
ま
す

　
　

　

７
月
５
日
（
木
）
10
時
ご
ろ

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
た
緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な
訓
練

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
市
内
全
域
に
、
防
災

有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ

ま
す
。

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

市役所周辺通行制限について

　新庁舎連絡通路棟仕上げ工事のため、市役所東側の市道の一部を

通行止めにしています。通行止め期間は、7 月 8 日（日）17 時まで

の予定です。工事期間中はご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理

解とご協力をお願いします。

　

　新庁舎・文化ホール整備課　28-6022

通行止め

通行止め

第
２
工
区
供
用
区
間



　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　

更
新
な
ど
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
（
火
）
で
す
。
新
し
い
被
保

険
者
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

８
月
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
、

必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被
保
険

者
証
は
、
ご
自
身
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
の
よ
う
な
薄
い
緑
色
の
郵
便
物
が
届
き
ま
す

　　　

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
納

入
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
予
定
で
す
。

第
１
期
納
期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
限
度
額
が
見
直
さ

れ
ま
す

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療

保
険
と
介
護
保
険
に
お
け
る
１
年
間
の
自
己

負
担
の
合
算
額
が
高
額
な
場
合
に
、
さ
ら
に

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

 

現
役
並
み
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
細
分
化

し
た
う
え
で
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
一

般
区
分
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
が
据
え
置
か

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
※
１　

対
象
世
帯
に
70
～
74
歳
と
70
歳
未
満

が
混
在
す
る
場
合
、
ま
ず
70
～
74
歳
の
自
己

負
担
合
算
額
に
限
度
額
を
適
用
し
た
後
、
残

る
負
担
額
と
70
歳
未
満
の
自
己
負
担
合
算
額

を
合
わ
せ
た
額
に
限
度
額
を
適
用
し
ま
す

　

国
保
医
療
課

7 月まで

適用区分
負担限度額（年額）

70 歳以上（※ 1）

現役並み 課税所得 145 万円以上 67 万円

8 月から細分化＋上限引き上げ

適用区分
負担限度額（年額）

70 歳以上（※ 1）

現役並み

課税所得 690 万円以上 212 万円

課税所得 380 万円以上 141 万円

課税所得 145 万円以上  67 万円

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

【
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
】

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
オ
リ
ー
ブ

色
）
の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
（
火
）
で
す
。

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険

者
証
（
薄
桃
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
７
月
31
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
】

　

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
有
効
期
限
も
、
７
月
31
日
（
火
）
で

す
。
所
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
認
定
証
を
郵
送
し
ま

す
。

【
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
】

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
は
、
一

人
ひ
と
り
に
等
し
く
か
か
る
「
均
等
割
額
」

と
、
所
得
に
応
じ
て
か
か
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
で
す
。

○
均
等
割
額　

４
万
６
３
７
４
円

○
所
得
割
率　

８
・
78
％

※
詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
に
同
封
す
る
「
制

度
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

国
保
医
療
課　

  

後
期
高
齢
者
医
療
係　

28
・
６
０
１
７

70 歳以上の方の高額療養費上限額（月ごと）　※適用区分は、被保険者証または限度額認定証で確認できます

7 月まで 8月から細分化＋上限引き上げ

適用区分
外来＋入院

（世帯ごと）

外来＋入院

（世帯ごと）外来（個人ごと） 外来（個人ごと）

現役並み

課税所得 690 万円以上

57,600 円 80,100 円

  252,600 円　（多数回 140,100 円）

課税所得 380 万円以上   167,400 円　（多数回  93,100 円） 

課税所得 145 万円以上    80,100 円　（多数回  44,400 円）

一般 課税所得 145 万円未満 14,000 円 57,600 円    18,000 円 57,600円 

○「現役並み」の方は、医療費が一定額を超えた場合、超えた分の 1％が加算されます。

○過去 12 か月以内に 3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」となり、上限額が下がります。

○所得区分が「現役並み」（課税所得 690 万円未満）の方に、限度額適用認定証の交付が始まります。

　
70
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

８
月
か
ら
高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り

ま
す

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
１
か
月
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
決
め
ら
れ

た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、
超
過
分
を
払
い

戻
す
制
度
で
す
。
上
限
額
は
、
個
人
ま
た
は

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
係　
　

28
・
６
０
２
０

　

後
期
高
齢
者
医
療
係　

28
・
６
０
１
７

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
３



　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の

　

申
請
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付
け
は

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７
月
分
か
ら
来

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
の
申
請
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
過
去
の
未
納
分
は
、
申
請
書
を

提
出
す
る
日
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
未
納
と
同
じ
扱
い
と
な
る
た
め

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
】

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
が

専
門
的
な
資
格
（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
理
・
美
容
師
、
歯

科
衛
生
士
な
ど
）
を
取
得
す
る
た
め
に
、
１

年
以
上
の
養
成
機
関
に
通
学
す
る
場
合
、
修

業
期
間
中
（
上
限
３
年
）
の
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
額

○
市
民
税
非
課
税
世
帯　

月
額
10
万
円

○
市
民
税
課
税
世
帯　

月
額
７
万
５
０
０
円

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
が

就
職
に
必
要
な
教
育
訓
練
（
講
座
の
指
定
あ

り
）
を
受
け
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

支
給
額

　

20
万
円
を
限
度
に
受
講
費
用
の
60
％
に
相

当
す
る
額

※
雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般
教
育
訓
練
給
付

金
の
受
給
者
は
、
そ
の
差
額
を
支
給

【
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
給
付
金
】

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
及
び
そ
の
児
童
が
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
す
場
合
に

お
け
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

支
給
額

　

10
万
円
を
限
度
に
受
講
費
用
の
20
％
に
相

当
す
る
額

※
支
給
に
は
、
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

平成 30 年度免除割合と年金額への反映

区分
免除割合（納付す

べき保険料 /月）
老齢基礎年金の計算

全額免除 全額免除
免除された期間は

8分の 4として計算

一部免除

4 分の 3 免除

（4,090 円 / 月）

免除された期間は

8分の 5として計算

半額免除

（8,170 円 / 月）

免除された期間は

8分の 6として計算

4 分の 1 免除

（12,260 円 / 月）

免除された期間は

8分の 7として計算

納付猶予

（50歳未満）
納付猶予

猶予された期間は

算入されません

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、
認
め
印

を
持
参
し
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
退
職
や
失
業
に
よ
り
申
請
す
る
と
き
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
ご
案
内

　

９
月
の
敬
老
会
で
「
金
婚
夫
婦
の
お
祝
い
」

と
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
の
お
祝
い
」
を

行
い
ま
す
。
該
当
の
方
は
、
高
齢
介
護
課
・

各
福
祉
窓
口
・
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

請
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

金
婚
夫
婦

　

市
内
在
住
で
昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
方

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

　

市
内
在
住
で
昭
和
33
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
方

　

８
月
６
日
（
月
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　
　
　

28
・
６
０
２
４

　

川
之
江
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
１
８
２

　

土
居
福
祉
窓
口　
　
　

28
・
６
３
２
１

　

新
宮
福
祉
窓
口　
　
　

28
・
６
４
０
３

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

７
月
13
日
（
金
）
18
時
～
19
時

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
１
階

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

７
月
23
日
（
月
）
18
時
～
19
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

第
２
講
義
室

　

７
月
25
日
（
水
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

住
宅
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

　

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

補
助
金
額　

蓄
電
容
量
が
１
㌔
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
以
上
の
蓄
電
池
に
対
し
、
実
支
出
額
と

10
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
上
限
10
万

円
）

○
２
年
以
内
に
、
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住

　

宅
な
ど
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方
、
ま

　

た
は
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
付

　

き
の
住
宅
な
ど
を
購
入
し
た
方

○
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

　

７
月
17
日
（
火
）
９
時
～

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５



　

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

強
調
月
間
で
す

　

７
月
１
日
の
「
更
生
保
護
の
日
」
か
ら
１

か
月
間
を
強
調
月
間
と
し
、
犯
罪
や
非
行
を

生
む
の
も
地
域
社
会
、
過
ち
を
犯
し
た
人
た

ち
を
立
ち
直
ら
せ
る
の
も
地
域
社
会
と
い
う

認
識
の
も
と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
・
更
生

　

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
資
格
取
得

　

講
習
会

　

７
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）
の
２
日
間

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

　

次
の
施
設
な
ど
で
防
火
管
理
を
任
さ
れ
た
方

○
自
力
避
難
困
難
者
が
入
所
す
る
老
人
ホ
ー

　

ム
な
ど
で
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
施
設

○
飲
食
店
、
旅
館
、
病
院
、
社
会
福
祉
施
設

　

な
ど
で
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
施
設

　

子
育
て
に
関
す
る
講
習
会
（
無
料
）

　

８
月
４
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

　

四
国
中
央
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　

（
託
児
ス
ペ
ー
ス
有
り
）

　

幼
児
期
に
お
け
る
遊
び
に
つ
い
て
、
遊
び

体
験

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
及

び
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
５
０

　

本
当
に
知
っ
て
る
？
認
知
症

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

　

７
月
17
日
（
火
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

福
祉
会
館
２
階　

教
養
娯
楽
室

　

７
月
10
日
（
火
）
ま
で　

※
当
日
参
加
可

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
も
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
で
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
し
て
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
時
利
用

　

停
止
に
つ
い
て

停
止
期
間

７
月
19
日
（
木
）
22
時
～
20
日
（
金
）
３
時

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
入
れ
替
え
の
た
め
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
１
５
８　

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
プ
ー
ル

　

オ
ー
プ
ン
！

　

７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
26
日
（
日
）

　

10
時
～
18
時

　

中
学
生
以
上　

２
０
０
円

　

小
学
生　
　
　

１
０
０
円

　

小
学
３
年
生
以
下
及
び
泳
げ
な
い
お
子
さ

ん
は
、
保
護
者
同
伴
の
う
え
、
、
浮
き
輪
や

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１

　

あ
っ
た
か
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　

８
月
８
日
（
水
）
19
時
～
21
時

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解
と
対
応

に
つ
い
て
考
え
る

　

７
月
25
日
（
水
）
ま
で　

　

氏
名
（
複
数
の
場
合
は
代
表
の
方
）、所
属
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記
し
、
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
が
必
要
な
と
き
は
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す

　

小
柳
晴
生
さ
ん
（
元
香
川
大
学
教
育
学
部

教
授
・
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　

発
達
支
援
課　

子
ど
も
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
２
６
６　
　

28
・
６
０
３
０

　

palette@city.shikokuchuo.ehime.jp

な
ど
の
援
助
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
運
動

を
行
い
ま
す
。
期
間
中
、
市
内
各
所
で
街
頭

啓
発
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

○
共
同
住
宅
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
で
収
容

　

人
員
が
50
人
以
上
の
施
設

○
工
場
な
ど
で
従
業
員
が
50
人
以
上
の
施
設

　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

　

７
月
25
日
（
水
）
ま
で

　
　

予
防
課　

28
・
６
９
３
８

　
狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

試
験
の
種
類

　

網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
、
第
一
種
・
第

二
種
銃
猟
免
許

第
１
回

　

８
月
７
日
（
火
）
９
時
～

　

西
条
市
小
松
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

７
月
10
日
（
火
）
～
７
月
24
日
（
火
）　

第
２
回

　

９
月
９
日
（
日
）
９
時
～

　

県
東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎

　

７
月
10
日
（
火
）
～
８
月
20
日
（
月
）　

第
３
回

　

12
月
９
日
（
日
）
９
時
～

　

県
東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎

　

11
月
９
日
（
金
）
～
11
月
26
日
（
月
）

※
そ
れ
ぞ
れ
消
印
有
効

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
わ
な
猟

免
許
新
規
取
得
者
に
試
験
費
用
の
一
部
補
助

が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
農

業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　

県
四
国
中
央
森
林
林
業
振
興
班

　

23
・
２
３
９
３



間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

審
査
方
法　

活
動
の
目
的
・
内
容
・
効
果
に

つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応

答
の
後
、
審
査
・
選
定

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５　

　　

「
わ
た
し
が
考
え
る
環
境
啓
発
事
業
」

　

二
次
募
集

　
対
象
と
な
る
活
動

　

市
民
を
対
象
と
し
た
環
境
啓
発
事
業

補
助
金
額　

上
限
20
万
円

　

産
業
祭
で
環
境
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
個
人
ま
た
は
団
体　

※
団
体
の
場
合
、
構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
が

市
民
で
あ
る
こ
と

　

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
火
）

※
期
間
内
に
応
募
が
な
い
場
合
は
、
募
集
期

　

海
水
浴
場
監
視
員
募
集

　　

７
月
13
日
（
金
）
～
８
月
19
日
（
日
）

　

余
木
崎
海
水
浴
場

　

７
月
14
日
（
土
）
～
８
月
19
日
（
日
）

　

寒
川
豊
岡
海
浜
公
園
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ

　

高
校
生
不
可

　
　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・
サ
マ
ー

　

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
発
売
！

販
売
期
間　

　

７
月
９
日
（
月
）
～
８
月
３
日
（
金
）

　

リ
ハ
ケ
ア
勉
強
会
（
無
料
）

ト
イ
レ
に
行
こ
う
！　

～
ト
イ
レ
動
作
の

み
か
た
と
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
～

　

７
月
21
日
（
土
）
15
時
～
17
時

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
１
階　

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

　

普
段
み
な
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
ト
イ
レ
介

助
に
関
し
て
講
義
を
し
ま
す
。
実
技
を
通
し

て
、
ト
イ
レ
動
作
の
み
か
た
や
運
動
の
ポ
イ

ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

医
療
介
護
従
事
者

　

所
属
施
設
で
使
用
し
て
い
る
名
札

　

※
駐
車
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

７
月
14
日
（
土
）
ま
で

　

タ
イ
ト
ル
に
「
勉
強
会
参
加
希
望
」
と
明

記
し
、
氏
名
、
所
属
施
設
、
職
種
、
経
験
年
数
、

連
絡
先
を
明
記
し
た
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

池
尻
結
依
さ
ん
（
理
学
療
法
士
）

　

四
国
中
央
子
ど
も
食
堂
が

　

移
転
し
ま
し
た

旧　

三
島
宮
川
４
・
１
・
24

新　

三
島
公
民
館

　

四
国
中
央
子
ど
も

食
堂
実
行
委
員
会

○
平
日

　

24
・
８
４
１
６

○
土
日
祝
日

　

24
・
０
６
８
８

　

市
民
公
開
講
座　

　

介
護
予
防
で
元
気
を
呼
ぼ
う
（
無
料
）

　

７
月
15
日
（
日
）
10
時
～
12
時

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

脚
力
や
握
力
な
ど
の
体
力
測
定
、
介
護
予

防
や
転
ば
な
い
体
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
や

実
技

○
介
護
予
防
で
元
気
を
呼
ぼ
う

　

名
取
悟
美
さ
ん
（
四
国
中
央
医
療
福
祉
総

合
学
院　

理
学
療
法
士
）

○
四
国
中
央
市
に
お
け
る
介
護
予
防
に
関
す

　

る
取
り
組
み

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

○
ロ
コ
ト
レ
で
ロ
コ
モ
を
予
防
し
よ
う

　

福
永
正
和
さ
ん
（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

理
学

療
法
士
）

　

市
内
在
住
の
方

　

先
着
80
名
程
度　

※
予
約
不
要

　

四
国
中
央
医
療
福
祉
総
合
学
院　

　

24
・
１
０
０
０

募　

集

　

北
添
庸
介
さ
ん
（
作
業
療
法
士
）

　
　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科

　

59
・
５
１
５
４　
　

58
・
２
２
２
３

　

takahashi.seita@hito-medical.jp

　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
委
員
募
集

任
期　

２
年
間　

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
必
要
な
事
項
を
協
議
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
委
員
も
兼
任
し
ま
す
。

報
酬　

審
議
会
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件　

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

２
名
以
内

　

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
20
日
（
金
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
連
絡
先
、

活
動
経
歴
、応
募
の
理
由
（
動
機
）
を
明
記
し
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　

書
類
審
査
に
よ
り
選
考
し
、
選
考
結
果
は

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
会
議
は
年
間
２
～
３
回
開
催

　
　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
２
４
２

　

k
a
n
k
o
-
k
o
t
s
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　

各
１
枚
３
０
０
円

抽
選
日　

８
月
14
日
（
火
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
販
売
実
績
に
応

じ
て
都
道
府
県
に
交
付
さ
れ
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。
購
入
す
る
と
き
は
、
県
内
の
売
り
場
で

買
い
ま
し
ょ
う

　　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２



　

「
ユ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」

　

出
演
者
募
集
（
参
加
無
料
）

　

平
成
31
年
２
月
10
日
（
日
）
13
時
～

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）

　

ア
マ
チ
ュ
ア
芸
能
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

　

ジ
ャ
ン
ル
、
グ
ル
ー
プ
名
、
メ
ン
バ
ー
数
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
グ
ル
ー
プ
の
場

合
は
代
表
の
方
）
、
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
明

記
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

※
主
催
者
で
選
考
後
、
全
員
に
結
果
を
通
知

※
出
演
料
な
し

　
　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）

　

28
・
６
３
５
３　
　

28
・
６
３
８
８

　

〒
７
９
９
・
０
７
１
２　

　

土
居
町
入
野
９
３
９

（
金
）
ま
で
に
各
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
各
申
込

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
こ
の
募
集
は
、
平
成
31
年
度
に
実
施
予
定

　

の
事
業
が
対
象
で
す
。
希
望
団
体
な
ど
は

　

必
ず
期
限
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
実
施
要
綱
に
変
更

　

が
あ
っ
た
場
合
、
提
出
さ
れ
た
書
類
の
修

　

正
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

　

htt
p://w

ww.
jichi

-so
go.jp

/

　

市
営
住
宅
（
入
居
可
能
空
家
）
の

　

入
居
者
募
集

公
募
団
地　

戸数

2

2

1

1

2

1

2

1

3

1

1

1

タイプ

世帯

世帯

世帯

世帯

世帯・単身

世帯・単身

世帯

世帯・単身

世帯

世帯

世帯・単身

世帯・単身

風呂設備

浴槽なし

浴槽なし

有り

有り

浴室なし

有り

浴槽なし

浴槽なし

浴槽なし

有り

浴槽なし

浴槽なし

給湯設備

無し

無し

有り

有り

無し

無し

無し

無し

無し

有り

無し

無し

間取り

3ＤＫ

3ＤＫ

3ＤＫ

3ＤＫ

2ＤＫ

2ＤＫ

3ＤＫ

2ＤＫ

3ＤＫ

3ＤＫ

3ＤＫ

3ＤＫ

団地名

南部第 1団地

城ケ谷団地

大野団地

飼谷団地

中之庄団地

中之庄団地

山田団地

山田団地

金子南団地

大塚団地

上北野団地

朝日野団地

地域

川之江

三島

土居

※
今
回
は
、
新
宮
地
域
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん

　

認
め
印
、
入
居
希
望
者
全
員
の
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
わ
か
る
も
の
、
申
込

者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
し
て
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

　

７
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時　

 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
４

　

（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）　

　

自
動
販
売
機
設
置
者
募
集　

　

市
役
所
新
庁
舎
に
清
涼
飲
料
水
の
自
動
販

売
機
の
設
置
を
希
望
す
る
方
は
関
係
書
類
を

確
認
の
う
え
、
申
込
期
限
ま
で
に
入
札
参
加

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
貸
付
物
件

○
庁
舎
棟

　

設
置
場
所　

１
階
北
東
廊
下
準
備
室
前

　

設
置
台
数　

２
台

　

貸
付
面
積　

２
・
０
平
方
㍍

　

貸
付
予
定
価
格
（
税
抜
き
）

　

26
万
４
２
３
５
円
（
５
年
間
）

○
市
民
交
流
棟

　

設
置
場
所　

２
階
連
絡
通
路
出
入
口
前

　

設
置
台
数　

２
台

　

貸
付
面
積　

２
・
０
平
方
㍍

　

貸
付
予
定
価
格
（
税
抜
き
）

　

26
万
４
２
３
５
円
（
５
年
間
）

貸
付
期
間　

10
月
１
日
か
ら
５
年
間

貸
付
料　

貸
付
予
定
価
格
以
上
の
落
札
価
格

入
札
参
加
資
格

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
あ
る
い
は
、

本
市
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
法
人

申
込
期
間

　

７
月
20
日
（
金
）
ま
で
（
閉
庁
日
は
除
く
）

入
札
日
時　

７
月
31
日
（
火
）
13
時
30
分
～

入
札
場
所　

市
役
所
４
階　

西
会
議
室

関
係
書
類
の
配
布
な
ど

　

入
札
参
加
申
込
書
な
ど
は
、
申
込
期
間
中

に
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
新
庁
舎
・
文
化
ホ
ー
ル
整
備
課

で
配
布
し
ま
す
。

　
　

新
庁
舎
・
文
化
ホ
ー
ル
整
備
課

　

28
・
６
０
２
２

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

自
治
会
、
町
内
会
な
ど

助
成
事
業
（
助
成
額
）

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備

の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
１
０
０
万
円
～

２
５
０
万
円
）　

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
】

　

住
民
の
需
要
に
応
じ
た
機
能
を
有
す
る
集

会
施
設
の
建
設
整
備
に
関
す
る
事
業
（
対
象

と
な
る
総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内
。
た
だ

し
、
１
５
０
０
万
円
が
上
限
）

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

【
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
】

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
災
害
の
被
害
防
止

活
動
及
び
軽
減
活
動
に
直
接
資
す
る
も
の
の

整
備
に
関
す
る
事
業
（
30
万
円
～
２
０
０
万

円
）

※
市
が
認
め
る
自
主
防
災
組
織
が
対
象　

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

【
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業
】

　

青
少
年
健
全
育
成
に
資
す
る
た
め
主
と
し

て
親
子
で
参
加
す
る
ソ
フ
ト
事
業
（
30
万
円

～
１
０
０
万
円
）

　
　

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
４
６

　　

別
途
定
め
る
書
類
一
式
を
、
９
月
７
日



　

あ
ー
さ
さ
ん
（
発
達
障
が
い
当
事
者
・
相

談
員
）

　

７
月
17
日
（
火
）
ま
で

　
　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ

　

23-

６
５
５
８　

（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

　

無
料
登
記
法
律
相
談

　

公
正
証
書
相
談
会

　

７
月
30
日
（
月
）
10
時
～
15
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
２

　

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」
を
記
念
し
て
、

不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
分
筆
・
境
界
な
ど

の
登
記
、
会
社
・
法
人
登
記
、
供
託
の
手
続
き
、

簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
き
、
及
び

公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を
中
心
に
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

０
８
９
・
９
４
３
・
６
７
６
９

　

四
国
中
央
支
部　

22
・
４
６
６
５

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

7/6（金）・7/13（金）・
7/20（金）・7/27（金）
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・
商工会館 1階　会議室

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所・
幼稚園・保育園・学校など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

発達に心配がある未就園・未就学
のお子さんの親子あそびと相談

週 2回（火・金曜日）
13：00 ～ 14：00

みしま児童センター・
川之江ふれあい交流センター

発達支援課
28-6029

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

第
４
回
四
国
中
央
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
所
説
明
会

　

８
月
４
日
（
土
）
13
時
～
15
時

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

当
事
者
家
族
の
体
験
談
な
ど

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え
て
い
る
方

　
　

四
国
中
央
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
５
４

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ
サ
ロ
ン

　

（
無
料
）

　

７
月
22
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

福
祉
会
館
２
階　

教
養
娯
楽
室

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
生
を
楽
し
む

　

～
仕
事
に
い
か
せ
る
工
夫
と
コ
ツ
～

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方

　

障
が
い
者
（
児
）
家
族
の
た
め
の
教
室

　　

７
月
25
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

四
国
中
央
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

市
の
福
祉
を
知
ろ
う
①
、
座
談
会

　

市
民
で
精
神
疾
患
対
象
の
子
ど
も
を
持
つ

ご
家
族
の
方

　
　

社
会
福
祉
法
人
光
と
風

　

24
・
４
０
０
６

　

車
椅
子
利
用
者
列
車
体
験

　

７
月
15
日
（
日
）
10
時
～

　

市
内
最
寄
り
駅
か
ら
新
居
浜
駅
ま
で
車
椅

子
で
乗
車
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

車
椅
子
利
用
者(

身
体
的
な
介
助
の
必
要

な
方
は
介
助
者
と
ご
参
加
く
だ
さ
い)

　

３
名　

※
要
申
し
込
み

　

昼
食
代
実
費
負
担
、
運
賃
不
要

　
　

障
が
い
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

24
・
０
４
３
９

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

８
月
６
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

７
月
12
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

７
月
２
日
（
月
）・
23
日
（
月
）
13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
歳
～
39
歳
の
方
ま
た

は
そ
の
保
護
者

　

１
人
１
時
間
の
相
談
で
１
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

相　

談



　　　相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 7/ 3（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 7/10（火） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 7/17（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 7/20（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 7/25（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 8/ 7（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 8/10（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 7/ 4（水） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 社会福祉
 協議会

28-6127

 7/11（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 7/18（水） 13：00 ～ 16：00  土居福祉センター

 8/ 3（金） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 8/ 8（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

 7/17（火） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 人権施策課

28-6073 8/ 6（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局

 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 7/ 5（木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階

 新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 7/19（木）10：00 ～ 14：30 受付

 8/ 9（木）10：00 ～ 14：30 受付

 8/23（木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 7/ 2（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務調整課

28-6002

 7/ 9（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 7/10（火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 7/17（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 7/23（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 8/ 6（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 8/10（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 7/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 7/ 5（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 7/10（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 7/12（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 7/19（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 7/26（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 8/ 2（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 8/ 7（火） 9：30 ～ 11：30  新宮窓口センター 2階

 8/ 9（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課

 （市役所 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター

 089-932-1893

７月の相談日程

今月の納期

固定資産税　2期分

国民健康保険料　1期分

後期高齢者医療保険料　1期分

介護保険料　1期分

保育園保育料　7月分

幼稚園使用料　7月分

市営住宅使用料　7月分

市営住宅駐車場使用料　7月分

※納期限　7月 31 日（火）

水道料金　6月分

下水道使用料　6月分

※納期限　7月 10 日（火）

もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

１人５分程度で簡単にできます！

　7/4（水）、8/1（水）

　13：30 ～ 15：00

　福祉会館 2階　高齢介護課

　7/10（火）10：30 ～ 11：30

　新宮高齢者福祉センター　

　7/18（水）13：30 ～ 15：00

　川之江文化センター 3階

　7/23（月）10：00 ～ 11：30

　中曽根公民館

　高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147

もの忘れ相談（無料・要予約）

　7/18（水）13：30 ～ 14：30

　川之江文化センター 3階

相談医師　白石　公さん

　（四国中央病院）

　１人 30 分程度で２名まで

※すでに専門医を受診されている場

合は対象外となります。ご家族のみ

でのご相談も可能です

　　高齢介護課　地域包括支援セン

　ター　28-6147



土
居
図
書
館　

夏
休
み
読
書
感
想
文
講
座
（
全
２
回
）

※
無
料

　

７
月
21
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　　
９
時
30
分
～
12
時

　

小
学
１
年
生
～
３
年
生
と
保
護
者
８
組

（
要
申
し
込
み
）

　

７
月
３
日
（
火
）
～

　

重
松
あ
け
ぼ
の
さ
ん

お
は
な
し
ド
ー
ナ
ツ
の

「
夏
の
特
別
お
は
な
し
会
」
※
無
料

　

８
月
５
日
（
日
）
10
時
～
11
時

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
２
階

大
会
議
室

　

紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
大
型
絵
本
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

　

幼
児
～

　

　

　

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
（
告
白
す
る
こ
と
）
は
、

信
頼
し
て
い
る
人
に
対
し
て
行
う
も
の
で

す
か
ら
、
あ
な
た
の
思
い
を
誠
意
を
も
っ

て
答
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
本

人
の
同
意
な
く
他
者
へ
伝
え
て
し
ま
う
「
ア

ウ
テ
ィ
ン
グ
」
を
し
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。

〇
直
そ
う
と
し
な
い

　

同
性
愛
や
性
別
違
和
は
、
直
す
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
理
に
直
す
よ
う
な
こ

と
を
し
た
場
合
、
そ
の
人
の
大
切
な
個
性

や
自
尊
心
を
壊
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

〇
身
近
に
い
な
い
こ
と
に
し
な
い

　

普
段
か
ら
当
事
者
が
い
な
い
こ
と
と
し

て
振
る
舞
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
身
近

な
こ
と
と
し
て
意
識
的
に
な
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る

差
別
的
な
言
動
を
見
聞
き
し
た
と
き
に
、

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
人
を
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
合
い
尊
重

す
る
こ
と
で
、
人
に
も
地
域
に
も
活
力
が

生
ま
れ
ま
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
社
会
を
、
み
ん
な
で
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

人
権
の
日
学
習
会

　

７
月
11
日
（
水
）
19
時
30
分
～
21
時

　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
人
権

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は

　

性
に
関
す
る
少
数
者
と
い
う
意
味
で
す
。

レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）・
ゲ
イ
（
男

性
同
性
愛
者
）・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両
性

愛
者
）・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
体
と
心

の
性
が
一
致
し
な
い
人
）、
の
頭
文
字
か
ら

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

性
の
あ
り
方
が
あ
り
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
す

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
、

生
ま
れ
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
人
の
意

思
で
選
ん
だ
り
変
え
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
性
の
あ
り
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
て
い
る
の
で
、
誰
か
を
否
定

し
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　差

別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
中
に
は
、
自
分

の
性
や
性
的
指
向
を
肯
定
的
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
ず
に
悩
ん
だ
り
、
差
別
や

偏
見
に
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

〇
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ら

じ
ん
け
ん
広
場

７月の休館日

川之江図書館

おやこ図書館

三島図書館

毎週月曜日、
31（火）

土居図書館

毎週月曜日、
17（火）、31（火）

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、

紙
の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
！ お

は
な
し
会

三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
校
３
年
生
）

　

７
月
７
日
（
土
）
14
時
30
～

お
は
な
し
会
お
さ
ん
ぽ

（
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
）

　

７
月
14
日
（
土
）
14
時
～

開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

７
月
１
日（
日
）～
８
月
30
日（
木
）の
期
間
、

午
前
９
時
～
18
時
30
分
ま
で
開
館
し
ま
す

（
休
館
日
を
除
く
）

川
之
江
図
書
館

夏
休
み
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル　

※
無
料

　

８
月
４
日
（
土
）
14
時
～

　

幼
児
～

　

え
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

お
や
こ
図
書
館

読
書
感
想
文
を
書
こ
う
！　

※
無
料

　

７
月
７
日
（
土
）
13
時
～

　

小
学
生

　

20
名
（
要
申
し
込
み
）

　

筆
記
用
具



　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや、相談したいことはありませんか？
■とき　7/18（水）、8/22（水）9：00 ～ 11：00
■ところ　四国中央市保健センター
■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、
　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど
■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　　　28-6054　　

♪　からだとこころの健康相談 （予約制・無料）

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　7/27（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください
■定員　10 名  
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　
　　　　　バンダナ、手拭きタオル
■申込期限　7/23（月）まで
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
                      28-6054

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・無料）

♪　おやこの食育教室　（予約制）
　料理を作る楽しさを通じて、「食育」について親子で
考えましょう！
■とき　8/11（土・祝）9：30 ～ 13：00
■内容　食育の話と調理実習
■対象　5歳児～小学生とその保護者
■定員　25 組（先着順）
■持参品　エプロン、三角巾、シューズ（子ども）、
　　　　　ふきん、米 1人 0.5 合（70g）、飲み物
■参加費　1人 300 円
■申込期限　7/30（月）まで
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

　気になることや、相談したいことはありませんか？
　申し込みの必要はありませんのでお気軽にご相談く
ださい。
■とき　毎月第 2・3水曜日  14：00 ～ 16：00
■ところ　四国中央市保健センター
※変更になる場合があります
■問い合わせ先　
　地域サテライトセンター（HITO 病院内）　58-2222
　保健推進課　地域医療対策室　28-6157

♪　脳卒中相談 （無料）

　7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。毎年、夏

になると暑さなどで献血する人が少なくなります。お近

くで献血車を見かけたら、ぜひ献血にご協力ください。

　なお、献血の日程については愛媛県赤十字血液センター

のホームページ、またはお電話 (089-973-0700) にてご確

認ください。

■問い合わせ先　

　四国中央保健所　

　企画・医療対策グループ　

　23-3360

愛の血液助け合い運動のお知らせ

愛媛県献血推進キャラクター

注意！ 熱中症に気をつけて
　高温・多湿となる季節になりましたので、熱中症
予防に努めましょう。

○無理をせず徐々に身体を暑さに慣らしましょう

○体調を整え、こまめに水分をとりましょう

○体調の悪いときは特に注意しましょう

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054
※参加者多数の場合は調整させていただきます

沐浴編
■とき　7/22（日）9：15 ～ 12：00
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃ　
　　　　ん人形をお風呂に入れよう（沐浴実習）
■対象　平成 30 年 9 月～ 12 月ごろ
　　　　出産予定で市内在住の初妊
　　　　婦さんとそのご主人
■申込期限　7/13（金）まで

♪　ママパパ学級　（予約制 ・無料）

栄養・運動編
■とき　8/8（水）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事や運動について、赤
　　　　ちゃんの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しくださ
い
■対象　平成 30 年 10 月～ 12 月ごろ出産予定で市内
　　　　在住の初妊婦さんとそのご主人
■申込期限　8/3（金）まで



川之江
新宮

8/6（月）
13：30～ 15：00

7/5（木）
13：00 ～ 13：45

8/2（木）
13：00 ～ 13：45

7/12（木）
13：00 ～ 13：45

8/9（木）
13：00 ～ 13：45

7/26（木）
13：00 ～ 13：45

8/30（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
7/19（木）

13：30～ 15：00
7/10（火）

13：00 ～ 13：45
8/21（火）

13：00 ～ 13：45
7/17（火）

13：00 ～ 13：45
8/28（火）

13：00 ～ 13：45
7/3（火）

13：00 ～ 13：45
8/7（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター　

土居
7/20（金）

10：00～ 11：30
8/3（金）13：00 ～ 13：45

※対象はＨ 30 年 3 月生・4月生

土居こども館 土居窓口センター 3階　 四国中央市保健センター　

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00

月日 東部 西部

7/1
加地医院
23-2039（三島中央）

青野医院
74-7470（土居町津根）

7/8
矢部内科
23-5018（三島宮川）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

7/15
宮﨑内科
59-5000（妻鳥）

花房内科
24-2200（中之庄）

7/16
川上こどもｸﾘﾆｯｸ
57-1155（金生町山田井）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄）

7/22
ｸﾘﾆｯｸ山崎内科
57-0035（川之江）

あんどう整形外科
74-1715（土居町小林）

7/29
井上整形外科
24-2171（三島中央）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

8/5
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

相引医院
74-3127（土居町入野）

8/11
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

※都合により変更する場合があります

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方
は、土居窓口センター 3階で行われる 1歳 6か月児・3
歳児健診にお越しください。
とき：9/14（金）13：00 ～ 13：45

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所は川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です
●お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください。
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ30年2月生 Ｈ30年3月生 Ｈ28年12月生 Ｈ29年1月生 Ｈ27年6月生 Ｈ27年7月生

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています。

急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間　
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン　
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　
　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　

  089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）
　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医
　療機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター （内科 ・小児科）

　56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　
　　　　　　（日曜・祝日は休診）

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

夏休み中に予防接種を！
　幼稚園、保育園、小中高生のみなさん、夏休みを
利用して予防接種を受けましょう。

 母子健康手帳を確認して、まだ受けていない定期

予防接種がある方は、かかりつけの医療機関で早め

に受けましょう。



内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

中
曽
根
町
民
盆
踊
り
大
会

８
月
４
日
（
土
）
18
時
20
分
～

中
曽
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
バ

ザ
ー
、
お
た
の
し
み
抽
選
会
な
ど

※
雨
天
時
は
中
曽
根
小
学
校
体

育
館

　

28
・
６
０
６
１

中曽根

第
17
回
地
域
の
子
ど
も
と

婦
人
と
お
年
寄
り
の
集
い

８
月
４
日
（
土
）
13
時
～

　

七
夕
飾
り
、
工
作
な
ど

　

28
・
６
２
５
１

金田

関
川
ふ
れ
あ
い
夕
涼
み
会

７
月
21
日
（
土
）
18
時
～
20
時

　

各
種
バ
ザ
ー
（
カ
レ
ー
、
や

き
そ
ば
、
ね
ぎ
や
き
、
ア
イ

ス
ク
リ
ン
、
流
し
そ
う
め
ん
、

呈て
い
ち
ゃ茶
な
ど
）

※
雨
天
決
行

　

28
・
６
３
６
３

関川

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
21
日
（
土
）
16
時
～

中
央
広
場
公
園

（
三
島
公
民
館
東
側
）

　

マ
ル
シ
ェ
、
ク
イ
ズ
大
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
体
験
な
ど

※
雨
天
中
止

　

28
・
６
０
６
３

三島

寒
川
町
夏
祭
盆
踊
り
大
会

８
月
４
日
（
土
）
17
時
30
分
～

寒
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
バ

ザ
ー
な
ど

※
雨
天
中
止

　

28
・
６
０
６
６

寒川

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
松
柏

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

８
月
４
日
（
土
）
17
時
30
分
～

　

演
芸
大
会
、
各
種
バ
ザ
ー
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
雨
天
時
は
松
柏
小
学
校
体
育
館

　

28
・
６
０
６
２

松柏

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集
！

６
月
～
10
月　

19
時
30
分
～

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

松
柏
小
学
校
体
育
館

　

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー

　

28
・
６
０
６
２

申込方法

昨年の寒川町夏祭盆踊り大会の
様子

手
作
り
体
験
教
室
「
多
肉
植

物
の
寄
せ
植
え
教
室
」

８
月
８
日
（
水
）
９
時
30
分
～

　

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

千
円
（
材
料
費
）

　
　

28
・
６
０
６
７

豊岡

豊
岡
町
夏
ま
つ
り

８
月
４
日
（
土
）
17
時
～

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

盆
踊
り
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

※
雨
天
時
は
豊
岡
小
学
校
体
育
館

　

28
・
６
０
６
７

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
コ
ス
モ
ス
」

７
月
４
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

　

七
夕
飾
り
作
り

　

28
・
６
３
５
８

土居

ア
ウ
ト
ド
ア
で

カ
レ
ー
を
作
ろ
う
！

７
月
22
日
（
日
）
９
時
～

浦
山
川
畑
野
橋
下

※
雨
天
時
は
土
居
公
民
館

　

７
月
18
日
（
水
）
ま
で

　

小
学
生
以
上　

３
０
０
円

　

小
学
生
未
満　

１
０
０
円

　
　

28
・
６
３
５
８

長
津
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

７
月
21
日
（
土
）
18
時
～

　

盆
踊
り
、
各
種
バ
ザ
ー

※
雨
天
時
は
バ
ザ
ー
の
み

　

28
・
６
３
６
２

長津

て
ん
ま
盆
お
ど
り

８
月
５
日
（
日
）
19
時
30
分
～

梅
田
広
場
（
天
満
公
民
館
隣
）

※
荒
天
時
は
天
満
公
民
館

※
16
時
か
ら
「
手
打
ち
う
ど
ん

作
り
」
を
行
い
ま
す　

　

28
・
６
３
６
０

天満

ス
イ
ー
ツ
工
房
「
あ
い
」

参
加
者
募
集
！

７
月
12
日
（
木
）

①
14
時
～　

②
15
時
～

※
①
②
と
も
同
じ
内
容
で
す

　

ス
イ
ー
ツ
ナ
ン
作
り

　

７
月
10
日
（
火
）
ま
で

　

３
０
０
円

　

寺
尾
ひ
と
み
さ
ん

　
　

28
・
６
３
６
０

小
富
士
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

７
月
21
日
（
土
）
18
時
～

小
富
士
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
各

種
バ
ザ
ー
な
ど

※
雨
天
決
行

　

28
・
６
３
５
９

小富士



まちの話題
春のネイチャーゲーム大会

　森と湖畔の公園で行われ、雑木林の中を動物になり

きって移動する「アニマルトレイル」では、土や枯葉

のにおいや、地面の感触を感じるなど、参加者らは穏

やかな日差しの中、春の自然を楽しんでいました。

5/20 ヒラメの稚魚放流

　寒川豊岡海浜公園ふれあいビーチで、寒川漁業協

同組合青年部によるヒラメの稚魚の放流が行われ、

三島南幼稚園の園児らが「元気で大きくなってね」

と声をかけながら約 3,000 匹の稚魚を放流しました。

5/24

第 6回奏楽らいぶ

　土居文化会館（ユーホール）で、オリジナル曲のほ

かテレビドラマのテーマ曲などなじみのある曲が、尺

八や篠笛などの伝統楽器で演奏され、訪れた約 250 人

の来場者は、その音色に聞き入っていました。

5/26 第 7回消防操法四国中央市大会5/27

　2年に一度の本大会が寒川グラウンドで行われました。

ポンプ車の部に8チーム、小型ポンプの部に6チームが出

場し、日頃の訓練で培った操法の速さと正確さを競いまし

た。優勝チームなどは市の代表として県大会に出場します。

JICA シニア海外ボランティアから帰国

　南米パラグアイで野菜栽培の技術や技能を指導し、

2年間の派遣期間を終えて、一柳澄男さん（中之庄町・

株式会社一柳役員）が帰国しました。篠原市長から国

際貢献の功績を称え表彰状が授与されました。

5/28 第17回霧の森お茶まつり6/3

　新宮町霧の森にて行われたこの日は晴天に恵まれ、

参加した方たちは茶そばわんこ大会、手摘み茶体験、

手揉み茶体験、餅まきなどを楽しみ、おいしい食べ

物や特産の新宮茶を満喫していました。



まちの話題

　同チーム（青木健一監督）は、4 月から 6 月にかけ

て行われた 2 つの県大会でそれぞれ準優勝し、小学生

軟式野球の全国大会と四国大会に出場することを市長

に報告しました。篠原市長は「家族や指導者のみなさ

んに感謝し、体調管理をしっかりして、いい成績を残

せるよう頑張ってください」と激励しました。

　三島高校吹奏楽部（岡崎翔顧問）は、昨年 11 月に

開催された「第 31 回愛媛県高等学校総合文化祭吹奏

楽部門発表会」で、優秀賞を受賞するとともに全国

大会出場の推薦を受け、8 月に長野県で開催される全

国高等学校総合文化祭に出場することを市長に報告

しました。

三島高校吹奏楽部全国大会出場報告6/4 小富士スポーツ少年団全国大会出場報告6/8

　

６
月　

梅
雨
真
っ
最
中

　

６
月
の
初
旬
、
東
京
で
全
国
市
長
会
が
あ
っ
た
。　

　

そ
の
日
限
り
で
会
長
を
辞
任
さ
れ
る
防
府
市
長
松

浦
さ
ん
の
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
印
象
に
残
っ
た
。
今
期

限
り
で
市
長
も
勇
退
さ
れ
る
と
い
う
心
境
を
75
年
間

の
自
分
の
人
生
に
重
ね
て
「
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
淡
々

と
情
感
を
こ
め
て
話
さ
れ
て
い
た
。

　

宇
摩
言
葉
で
は
時
々
「
あ
の
人
も
こ
の
頃
、
欲
気
が

薄
れ
て
枯
れ
て
き
た
な
」
と
褒
め
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

る
が
、
私
に
は
松
浦
さ
ん
の
話
が
、
非
常
に
心
地
よ
い

響
き
を
も
っ
て
そ
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
地
方
自

治
の
最
前
線
の
指
揮
官
と
し
て
、
命
を
か
ん
な
で
削
る

よ
う
な
思
い
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
、
普
段

は
口
や
か
ま
し
い
市
長
さ
ん
方
も
、
し
ん
み
り
と
し
た

風
情
で
聞
い
て
お
ら
れ
た
の
が
共
通
項
と
し
て
表
れ

て
い
た
。

　

午
後
か
ら
土
砂
降
り
の
雨
の
中
、
秘
書
官
を
誘
っ

て
地
下
鉄
と
山
手
線
を
乗
り
継
い
で
浅
草
寺
ま
で
行
っ

て
、
９
万
市
民
の
安
寧
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、
半
分

以
上
は
外
国
の
人
で
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
四
国
中
央
市

は
水
が
欲
し
い
が
、
土
砂
災
害
だ
け

は
こ
ら
え
て
く
だ
さ
い
と
、
厚
か
ま

し
い
お
願
い
も
あ
わ
せ
て
し
て
き
た
。

四国中央市長

篠 原  実

　市観光協会会長や伊予三島建設業協会会長などを長年に

わたり務められ勇退された星川邦弘さん（寒川町）に、篠

原市長から多年にわたる観光行政並びに建設業界への貢献

に対し、表彰状が贈られました。星川さんは「大変光栄です。

今後も微力ながら地域発展に協力してまいります」と話さ

れていました。

星川邦弘さんに表彰状贈呈6/4



しこちゅーの

夏まつり
今年も熱い夏がやってきた！

四国まんなかイベントだより四国まんなかイベントだより

かわのえ夏まつり
花火大会
と　き：7月 14 日（土）20：00 ～

※荒天時は 15 日（日）、16 日（月・祝）まで順延

ところ：川之江港

問い合わせ先：川之江観光協会（観光交通課内）

　　　　　　　28-6187

※詳しくは、7月の新聞折り込みで！

土居夏まつり
と　き：8月 15 日（水）

　　　　19：00 ～　踊り連の競演

　　　　20：00 ～　花火大会

※荒天時は 16 日（木）に順延

ところ：関川河川敷ふるさと広場

問い合わせ先：土居観光協会　74-8825

※詳しくは、8月の新聞折り込みで！

湖水まつり
と　き：8月 4日（土）17：00 ～

ところ：てらの湖畔広場（富郷ダム法皇湖）

内　容：各種バザー、花火大会など

問い合わせ先：水道総務課　28-6452

※詳しくは、7月の新聞折り込みで！

7 月 14 日（土）

ハイスタッフホール　ロビー、大ホール、駐車場

☆銭 Rock（13：00 ～ 16：00）
☆ゼニガタライブ（17：00 ～ 21：30）
☆銭形やたい村（16：00 ～ 21：00）
7 月 15 日（日）

上市・中央町・柳町・駅通り・中洲本通商店街、

ハイスタッフホール

☆銭形よさこい（12：30 ～ 21：00）
ハイスタッフホール　駐車場

☆銭形おどり＆イベント（13：00 ～ 21：00）
☆銭形やたい村（11：00 ～ 21：00）

かんおんじ銭形まつり実行委員会

（観音寺商工会議所内）　0875-25-3073

8 月 14 日（火）～ 8月 16 日（木）

19：00 ～ 22：30

JR 阿波池田駅周辺

三好市　観光課　0883-72-7620

第 53 回かんおんじ銭形まつり観音寺市 いけだ阿波おどり三好市

8 月 30 日（木）～ 9月 2日（日）

池田湖（三好市池田町イタノ）

アジア初開催！世界トップクラスの
プロ選手約 200 人の、華麗で高難度
なトリックを見に行こう！

30 回記念大会
WWA ウェイクボード世界選手権大会 2018

三好市

※詳しくは、大会公式ホームページ

（http://cooljapan.life/）をご覧ください

みなと祭花火大会
と　き：7月 25 日（水）20：00 ～ 20：50

※荒天時は 26 日（木）に順延

ところ：三島港

問い合わせ先：三島観光協会（観光交通課内）

　　　　　　　28-6187

※みなと祭のその他の内容は、27 ページをご覧く

ださい！



内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先
10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

7/ 3（火）妻鳥保育園 0歳児主体

7/ 5（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

7/10（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます

9/2（日）14：00 ～

（13：30 開場）

市民会館川之江会館

第 113 回四国中央ふれあい大学講座

杉良太郎講演会
「福祉・想いのままに」

一般 1,000 円（当日 1,500 円）
高校生以下 500 円（当日 1,000 円）
※全席自由
※未就学児は入場不可
※年間パスポートをお持ちの方
は、橙色のチケットで入場可

四国中央ふれあい大学事務局（文
化・スポーツ振興課内）　28-6043

入場券市内先行販売

7/10（火）～

文化・スポーツ振興課、川之江窓

口センター、土居文化会館（ユー

ホール）、明屋書店（川之江店）

一般プレイガイド前売り販売

7/17（火）～

明屋書店（MEGA 西の土居店・新

居浜松木店・川東店）、ローソン

チケット（Lコード：63171）

8/18（土）13：00 ～ 16：00

県産業技術研究所　紙産業技術セン

ター研究交流棟　研修室

県内在住の方
30 名
※申し込み多数の場合は抽選
8/3（金）まで（必着）
参加者全員の住所、氏名、電話番
号、小・中・高校生は学年を明記し、
往復はがき・ファクス・E メール
のいずれかでお申し込みください。
※ 1 回の応募で 5 名まで申し込み
できます
※ E メールの場合は、必ず件名に

「8 月体験教室応募」と明記して
ください
　県産業技術研究所　紙産業技術
センター　58-2144
〒 799-0113　妻鳥町乙 127
58-2145
kami-cnt@pref.ehime.lg.jp

ハニカムペーパーで
遊ぼう

7/21（土）・7/22（日）

9：30 ～ 13：00

保健センター 2階　栄養指導室

成長期のための鉄たっぷりメニュー
1人 400 円
市内在住の小学生と保護者
各日 30 名　※先着順
エプロン、三角巾、タオル、お茶、
ふきん、室内用シューズ
7/2（月）～ 7/13（金）
　教育総務課　28-6293

夏休み親子料理教室

7/21（土）14：00 ～ 16：00

保健センター 1階　集団指導検診室

ハワイのインターン生から、ハワ
イの文化を学ぼう !! ハワイの伝
統工芸「リボンレイ」作りや伝統
芸能「フラ」を体験します。
ターシャ・ハヤシさん
カイラ・サトウさん
一般 500 円、SIFA 会員 300 円
30 名
※小学生以下は保護者同伴
7/18（水）まで
　市国際交流協会　28-6014

ハワイ文化
体験セミナー

8/26（日）13：00 ～ 16：30

関川河川敷ふるさと広場

小学生による水鉄砲を使っての陣
取り合戦ゲーム
1人 300 円
小学生（1チーム 5名）
20 チーム　
※申し込み多数の場合は抽選
7/26（木）まで
　戦国水鉄砲実行委員会（土居町
商工会青年部）　74-5889

戦国水鉄砲！
「関川の戦い」



第 8回四国中央フォトコンテスト

入賞作品展

7/4（水）～ 7/19（木）

9：00 ～ 21：30

ユーホールロビー展
【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6353

近藤親利　油絵展

7/7（土）～ 7/20（金）

9：00 ～ 21：30（最終日 13：00 まで）

～石川景水～

漉き絵創作 25 周年記念展

7/15（日）～ 9/2（日）

3階　企画展示室

湿紙状の台紙に、植物の繊維をス
プーンやスポイト、ピンセットを
用いた独特の手法で配して制作し
た漉き絵を約 50 点展示します。

紙のまち資料館の催し
【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

7/22（日）10：00 ～ 14：00

HITO 病院

医師、看護師、介護士、薬剤師な
どの本格的なお仕事体験のほか、
緊急車両の展示、屋台コーナーも
あります。
HITO 病院　総務管理課　29-5633

第 3回 HITO フェスタ

7/30（月）13：00 ～

浜公園川之江野球場

愛媛マンダリンパイレーツ vs
香川オリーブガイナーズ
高校生以上 800 円（当日 1,000 円）
中学生以下 400 円（当日 500 円）
※未就学児は無料

市体育協会　28-6071

四国アイランドリーグplus
公式戦

チケット販売中！

【販売場所】伊予三島運動公園体

育館、川之江体育館、市民窓口セ

ンター、各窓口センター

7/15（日）11：00 ～ 15：00

土居文化会館（ユーホール）

県内外から雑貨、ワークショップ、
癒し、飲食の約 60 のブースが出
展します。小学生以下のお子さん
にはプレゼントがあります（先着
順、無くなりしだい終了）。
にじのとびら　77-5254

handmade イベント
ふぃ～る♪ 10

企画展「二洲と篤山（第二部）」

～二人の先生とその周辺～

7/10（火）～ 8/19（日）

企画展示室 B

師匠や友人など、二人を取り巻く
人間模様を取り上げます。

暁雨館の催し
【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6325

第 14 回愛石のススメ展

7/10（火）～ 8/26（日）

企画展示室 A

赤石山系・関川が鉱物の宝庫と言
われる理由をご紹介します。

8/5（日）9：00 ～ 12：00
ご持参の石の種類を鑑定します
（金額の鑑定ではありません）。

石の鑑定コーナー

土筆会　水墨画展

～気韻生動を求めて～

7/10（火）～ 8/31（金）

霧の森菓子工房（売店）2階

世界のミニ昆虫展（標本・成虫）

7/14（土）～ 8/31（金）

ふれあい館

霧の森ギャラリー展
【開館時間】10：00～ 17：00

　0570-07-3111

期間中、標本の虫の名前を当てる
虫クイズを実施します。ご応募い
ただいた正解者の中から抽選で 5
名に、生きた昆虫をプレゼント！

三好藍石からの流れをくむ作風を
学ぶ。個性豊かな11人の作品です。

霧の森は 8月末まで休まず営業 !

※交湯～館のみ休館日があります

【休館日】毎週月曜日（祝日の場

合は翌平日）

7/7（土）13：00 ～

スカイフィールド富郷

愛媛 FC レディース vs
岡山湯郷 Belle
愛媛 FC　089-970-0700

なでしこリーグカップ
2部公式戦



三島港の「開港」指定から 50 年
港とともに発展してきた「四国中央市」

第 50 回第 50 回 みなと祭みなと祭

　今年 50 回目を迎える「みなと祭」は、三島港が昭和 44
年 8 月 1 日に国から「開港」の指定を受けたことを記念し
て始まりました。第 1回は 8月 23 日と 24 日の 2日間で行
われ、その時に当時の篠永恭一市長が「港まつりの日を制
定する」と宣言し、翌年の第 2回は 7月 24 日～ 26 日の 3
日間で開催されました。その後、現在の 7月 23 日～ 25 日
の 3日間となりました。

※開港…外国との通商・貿易のために港を開き、外国船の出入りを許すこと

昭和 44 年当時の三島港 現在の三島川之江港

おどり大会

■昭和 49 年　三島踊り大会（それま

での三島神社境内から、前年に新築

された市庁舎前の広場が会場に）

■昭和 59 年　市制 30 周年を

記念して「四国ど真ん中音頭」

が作られた

■平成 29 年　おどり大会（昭和 56 年から会場

が三島小学校に移され、その後商店街に繰り出

すようになった）

みなと祭

昔今

その他のイベント

■昭和 56 年　紙の町伊予三島

の名物にしようと、紙のくす

玉、ふき流しの笹まつりを開始

■昭和 61 年　のど自慢大会

（ちびっこ達も参加してにぎや

かに開催）
■平成 3年　三島ヨット協会

によるヨット体験航海

■平成元年　4万ｔの大型チッ

プ船見学会には長蛇の列が

■平成 14 年　軽快なリズムのカミン

バを踊る人たち（平成 10 年に誕生し

昨年 20 年目を迎えたカミンバ）

三島川之江港（三島港）のあゆみ
昭和 42 年　三島港初の外国船が入港

44 年　「開港」の指定を受け貿易港に
45 年　川之江港と合併し「三島川之江港」に
46 年　地方港湾から重要港湾に昇格
49 年　検疫港となる

平成 4年　外国船 3,000 隻目が入港
11 年　植物輸入指定港に指定
15年　金子地区多目的国際ターミナル整備事業

　着工
20年　金子地区岸壁供用開始（四国最大級規模）

金子地区岸壁



開催イベント
☆７月 28 日（土）
　10 時～　開会式＆てんびん表彰式
　 　みんなで折ってギネスに挑戦（折り紙手裏剣）
　19 時～　紙おどり（川之江駅通り商店街～栄町駐車場）
☆７月 29 日（日）
　紙で作った衣装でファッションショー、愛媛プロレス、
　クラシック軽自動車展示会
☆両日
　紙製品の展示・販売、フリーマーケット、食いしんぼ
　横丁、夏の風物詩てんびん展示、タイムポストなど
☆親子で遊ぼうペーパーランド
　28 日（土）10：00 ～ 18：00
　29 日（日）10：00 ～ 15：00
　　ラスタ栄町
　お絵かきしよう！段ボールハウス
　ちびっこ探検段ボール迷路

☆紙のまち資料館
　企画展「漉き絵創作 25 周年記念展」
　水引細工教室作品即売、色紙似顔絵描きコーナー
　体験コーナー（手漉き和紙作り、水引細工、絵手紙、お
　もしろ紙工作）

四国中央紙まつり、書道パフォーマンス甲子園とともに「紙
國の祭典」の 3本柱の一つとして今年度も「四国中央紙
フォーラム」を開催（詳細は最終ページしみんひろば）

市内紙製品のお得な詰め合わせです。
7月初旬から販売開始します！
1箱　2,000 円　※前売 600 個、当日 100 個　限定販売！
【販売場所】
前売：紙のまち資料館
当日：紙のまち資料館、紙販売エリア（栄町駐車場周辺）

かみえもんＢＯＸ

今年の「みなと祭」開催イベント

写真：昨年の総おどり

【問い合わせ先】

三島観光協会

（商工会館 5階　観光交通課内）

28-6187

☆ 7月 23 日（月）
　17 時 30 分～　開会行事、オープニング
　18 時 30 分～　おどり大会
　　三島小学校グラウンド、駅前通り商店街・新町商店街
☆ 7月 24 日（火）
　18 時 30 分～　ナイトバザール
　　伊予三島商店街
☆ 7月 25 日（水）
　20 時～ 20 時 50 分　みなと祭花火大会
　　三島港
　※荒天時は 26 日（木）に順延
■笹飾り展示
　7 月 19 日（木）～ 26 日（木）
　　駅前通り商店街、新町商店街
　※新町商店街は 8月 17 日（金）まで展示

第
41
回
四
国
中
央

まつり

紙紙
川之江ふれあい
交流センター

香川銀行

会場のご案内

7 月 28 日（土）10 時～
　　29 日（日）10 時～
栄町駐車場
川之江地区商店街周辺
紙のまち資料館

【問い合わせ先】

四国中央紙まつり実行委員会事務局

（商工会館 5階　産業支援課内）

28-6186

※詳しくはホームページ
またはこちらから



広報8月号は
8/1（水）発行です

次号

【主な経歴】
昭和 62 年　一橋大学卒業、㈱東海銀行（現在
　　　　　 の三菱 UFJ 銀行）入社
平成 3年　アメリカン・エキスプレス・
           インターナショナル ,inc 入社
平成 11 年　介護老人保健施設みどりの杜開設
平成 15 年　神奈川県議会議員（現在 4期目）

小島　健一 さん（旧姓 高橋）

（昭和38年三島宮川生まれ、神奈川県在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る
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四国中央紙フォーラム 2018（入場無料）

第 19 回四国高等学校演劇祭（入場無料）

7/15（日）
市民会館川之江会館　大ホール

上演時間・演題

① 10：30 ～ 11：30
　香川県立丸亀高等学校「フートボールの時間」
② 12：15 ～ 13：15
　徳島市立高等学校「花柄マリー」
③ 13：30 ～ 14：30
　愛媛県立新居浜南高等学校「横断歩道を渡る人たち」
④ 14：45 ～ 15：45
　高知県立中村中学校・高等学校「M8」
⑤ 16：00 ～ 17：00
　愛媛県立川之江高等学校「全校ワックス」

「海、山、空のくも、光の中の校庭の…♪」
　天命を知る年齢をとうに超えた自分の人生を振り返れ
ば、この三島小学校の校歌が私の全ての原点だったので
はないかと思う。加えて、卒業の際に当時の校長先生に
いただいた「世の光に」という色紙の言葉は今も私の脳
裏に焼き付いている。少し青臭い書き出しになってしまっ
たが、本当にそう思っている。
　小学校卒業後、私は松山にある愛光学園に行くため地
元を離れ、親元を離れ、それ以降も東京の大学に進学す
るに至って、「ふるさとは遠きにありて思うもの」という
心境であり続けた。
　そんな折、神奈川県で県議会議員をしていた時、三島
小学校の同級生であった井原前市長が声をかけてくれ、
ふるさとアドバイザーに就任することになった。まさに
私の郷土愛が復活した瞬間だった。そしてその後は、神
奈川県議会で四国中央市や大王製紙などの視察を実施し
た。なぜなら、四国中央市はポテンシャルにあふれ、他
の自治体が見習う点が多々あり、もっとその魅力を全国
へ発信できる街だからだ。
　実は昨年から、家内と一緒に四国八十八ヶ所のお遍路
を始めた。行く先々で本当に心が洗われ、訪れるお寺の
多くで外国人ともすれ違う。その時私は、四国が世界で
も稀有な循環型巡礼地であるのだと実感する。そして、
その巡礼地の中心に四国中央市は位置しているのだ。
　先述した校歌は「緑かがやく、木と共に、我ら正しく
伸びていく♪」と続く。小学生の時、毎朝、私が見てい
た校庭の「かしの木」は、樹齢 100 年を超え今も健在の
ようだ。思えば、この木のように風雪に耐える存在にな
りなさいと先生がよく言っていたことを思い出す。当時、
退屈だった言葉も今なら理解できる私がいる。
　毎年数回の帰省は、私の大事な年間行事になった。少
年時代を過ごした時間という縦糸をたぐり寄せながら、
愛する故郷の発展を願い、これからも応援していきたい。

川之江高等学校定時制同窓会総会
8/4（土）18：30 ～ ( 受付 18：00 ～）
すし半（マリエージュ高砂殿）
3,000 円
千
ち

桃
と

生
せ

そらさんのライブなど
7/9（月）までに返信はがきまたは電話にて
　川之江高等学校定時制同窓会実行委員会
（川之江高等学校定時制総務課）　58-2069

7/24（火）13：30 ～ 16：50 
県産業技術研究所　紙産業技術センター
研究交流棟 2階　研修室
講演
①「伊勢型紙　和紙が支える伝統文化」
②「紙産業のイノベーションの可能性と課題
　  ～紙産業振興ビジョンより～」
200 名程度（先着順、登録後参加証を送ります）
　四国中央紙フォーラム 2018 実行委員会
（愛媛県紙パルプ工業会内）　58-2055
info@e-kami.or.jp

四国中央ふれあい大学事務局
（文化・スポーツ振興課内）　28-6043
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